
 

 レセプト・健診情報等のデータ分析に基づく保健事業のＰＤＣＡサイクルに沿った効率的・効果的な実施に向け、ＫＤＢシステム
等を活用した保健事業を行う市町村国保等に対する支援体制を構築する。 

レセプト・健診情報等を活用したデータヘルスの今後の推進方策（市町村国保等） 

○保健事業支援中央委員会（仮称） 
・全国の事業評価結果の取りまとめや分析などを実施 
 

○保険者支援検討会議（ＷＧ）（仮称） 
・保険者支援機能の検討や連合会職員・ 
 保健師等を対象にした研修などを実施 

       ○ＫＤＢシステムの機能拡充 
       ・医療、健診、介護のデータを収集・突   
       合分析し、全国的な集計データや被  
       保険者別の健康管理データを作成 

 

・保健事業への助言や評価 

 （調査・分析）  

・保険者への効果的な保健事  

 業の提示  などを実施                   

○第三者評価委員会（仮称）の設置 

国保連合会 

報告 

 支援 《国保・後期》 ※保健師の配置 

・ＫＤＢの具体的な活用方法の支援などを実施  

国保中央会 

《国保・後期》 

活
用 

支
援 

 

報
告 《国保・後期》 活用 

Plan（計画） Do（実施） 

Check（評価） Act（改善） 

・健康課題の分析 

・保健事業の企画 
・保健事業の実施 

・保健事業の検証 ・保健事業の修正 

保険者 ・市町村 

      ・広域連合（保健師の配置） 

各場面で必要な
データを取得 

データ分析に基づく保健事業の 

計画・実施・評価（PDCAサイクル）の取組 

《H26.2.17 全国高齢者医療・国民健康保険主管課（部）長及び後期高齢者医療広域連合事務局長会議資料より》 


